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背景

● ソフトウェアの不具合修正は非常にコストがかかる

● 多くの研究で高い制度の不具合予測モデルの構築

がされてきている

● しかし開発者の性質をメトリクスとした予測モデルは

あまりない
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先行研究

● 重要なコンポーネントほど不具合を含みやすい

● 開発者の情報(ex.コード変更の数)をメトリクスに取り

入れたモデル構築

● オブジェクト指向システムにおいて開発者の経験や

スキルはフォールトプレーンに影響を与えることを明

らかにした
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開発者のネットワークに着目した
予測モデルの構築はされていない



目的とアプローチ

● 目的

○ コードチャームにSNA(Social Network Analysis)を適

用することで不具合予測における人的要因を調査す

ること

● アプローチ

○ SNAを追加した予測モデルの構築

○ 既存モデルと本研究で構築したモデルの比較
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SNA

● 本論文におけるコネクト

○ 同じリビジョン間に少なくとも一つは共通のファイルの

変更を行った場合エッジをつなげる

○
● メトリクス

○ degree:繋がっているノードの数

○ betweenness:ネットワークの中心にいるかどうか

○ closeness:全ノードへの距離の平均の重さ
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ケーススタディ

● データセット

○ 対象プロジェクト

■ ノーテルネットワークスのプロダクト

○ 対象リビジョン

■ 3年間の年次リリースの3つのリビジョン

■ Rｎ,Rn+1,Rn+2で表す

○ 学習データ

■ 2,500ファイル/11,000ファイル
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提案モデルのメトリクス
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評価実験（System Testing Modelの場合）
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評価実験（System Testing Modelの場合）
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既存手法とほぼ同じ制度で予測を行うことができた



評価実験（Post-Release Modelの場合）
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評価実験（Post-Release Modelの場合）
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ランダム手法と比較すると高い精度ではあったが
既存手法よりも予測精度は低かった



評価実験（Rn+2の場合）
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提案手法は多くの不具合を素早く見つけるのには
最も適している

評価実験（Rn+2の場合）



まとめと所感

● まとめ

○ 開発者のネットワークを考慮した不具合予測モデルを

提案した

○ next-releaseの場合は既存手法よりも早い段階で不

具合予測をすることができた　

● 所感

○ コミュニティとバグの研究おもしろそう
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